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養 鶏 夜 話 
―第 ２ 話― 

男尊女卑か女尊男卑か!! 
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 鶏舎内の種鶏を見ていると、雄の文字通りの堂々

たる雄姿から、鶏の社会は甚だしい男尊女卑のよう

に思われます。しかし実際は、必ずしもそうではな

いようです。例えば、鶏舎内へ小麦でもまいてやる

と、雄は１粒ついばんでみて食物であることを確認

し、コッコとやさしい声で雌を呼び、雌が争ってそ

れを食べているのを見守っています。また、鶏群に

極く少量の餌しか与えないでおくと――戦時中や終

戦直後はいやというほど経験しました――まず雄が

倒れてしまいます。 

 これは、栄養を利用したり蓄積する能力が雌は雄

より高いからとも申せましょうが、やはり雌の力が

厚かましく先に餌を食べてしまうからでしょう。相

当量の餌を不断給餌にしておく場合でも、密飼状態

にすると、雄は充分餌が食べられないで体力が衰え、

授精能力も低下しますから、種鶏家は注意を要しま

す。このような場合は、雄だけしか届かない高さの

場所へペレット飼料でも容れた器を置けば、雄の衰

弱防止に役立ちます。 

 外敵が近くに現れると、雄はグルーッという声の

警戒警報を発して雌を避難させ、しかる後に逃げま

す。雌群の中へ、それらより若い日齢の雄をいきな

り収容しますと、雌は交尾させるどころか寄ってた

かってつつき、雄はへとへとになって役に立たない

ものも出ます。 

 以上の事実から、鶏はフェミニストで女尊男卑で

あることが判ります。ところが、やはり例外がある

のです。 

 ブロイラー用新鶏種作出のためシャモ、岡山エー

コク、声よし等日本鶏を飼うことがしばしばありま

す。これらの鶏群に上例のように小麦をまいてやる

と、雄がまっさきに食べます。亭主だけ美食するど

こかの家庭のように――アア鶏もまたそうか。 

 ある時、鷹が１羽飼料倉庫の高い屋根に止まり、

鶏舎を眼下にヘイゲイしています。運動場へ出てい

た鶏群は、雄のグルーッという声で一せいに舎内へ

入りました。白色レグホーンは、雌とほとんど変り

ないほど早く雄も避難しました。横斑プリマスロッ

クとニューハンプシャーは、雌が全部舎内へ入った

後に雄が入りました。ところが日本鶏の各鶏種は、

雌が舎内へ入ってしまった後も、雄は出入口附近へ

頑張って立ち、ぐっと鷹をにらんでました。 

 ああ鶏も日本鶏はそうか。一見男尊女卑のようで

実は最もフェミニストである我々のように、アア。 

 


